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は じ め に 

 

 私たち川崎市立小学校情報教研究会は、これまでの研究会の取り組みと平成 23 年度に完全実施

される新指導要領に基づき、｢川崎の情報教育｣の実現をめざして研究に取り組んでまいりました。 

 今、子どもたちは、高度に発達し進化し続ける情報化社会において「生きる力」を身につけてい

かなければなりません。情報を主体的に活用し、自ら学ぶ力の育成が求められています。また、情

報化社会に参画する態度の育成も急務です。さらに、「情報」を介在として、人と人とが伝え合い、

理解し合い、共有し合う豊かな心を育むことも重要な課題です。私たちは、これらの教育現場に求

められている様々な課題を広く包括するものとして｢川崎の情報教育｣をとらえ、その課題解決に向

けて今年度の研究テーマを以下のように設定しました。 

 

 ｢自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして」 

 ― メディア活用で育てる情報活用能力、メディア活用で伸ばす確かな学力 ― 

 

 子どもたちの学習を効果的に進め、確かな学力を保障していくためには、教室に設置された 50
インチの大型テレビや電子黒板、コンピュータ等の ICT を教師が適切に活用した授業を展開してい

くことが大切です。また、ICT のみにとどまらず、図書資料や映像、放送資料等の様々なメディア

を効果的に活用していくことは、情報活用能力を育成していく上で必須です。教師のすべての教科･

領域におけるこういった情報機器活用による授業改善によって子どもたちに情報教育の機会を積

極的に設定し、ふれさせ、慣れさせ、その活用効果を実感させていくことが大事だと考えます。一

方で、子どもたち自身にも、自らの探求学習において、これらの ICT を自由に活用できる力を身に

つけさせなければなりません。 

 本研究会では、教員による ICT 活用とともに、子どもたちによる ICT 活用の両面から研究テーマ

を具現化するために、年間２回の研究授業を行い、研究推進に努めてきました。日常的な活動とし

ては、常任委員による各校･各学級での実践をホームページで公開する取り組み(一人一実践）を行

っているところです。 

 また、長年にわたって実施している読書感想文コンクール・読書感想画コンクールやビデオ映像

創作展といった子どもの豊かな心の育成と表現力の向上に関わる事業にも積極的に取り組み推進

しています。 

 広報活動としては、ホームページや｢情報かわら版」(研究会会報）を通して、研究会活動の発信

に努め、共に学び合う体制作りを目指してきました。 

 ささやかですがこれらの研究会の取り組みを冊子にまとめました。この一年間の研究内容や実践

をご覧いただき、ご指導ご示唆をいただければ幸いです。 

 最後になりましたが、本研究会にいつも変わらぬご理解とご支援を賜わりました川崎市教育委員

会の皆様、川崎市総合教育センターの皆様方には深く御礼申し上げるとともに、今後のさらなるご

指導とご協力をお願い申し上げます。 

川崎市立小学校情報教育研究会 

会 長   栗田 博美 
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Ⅰ .研 究 報 告  

１． 川崎の情報教育 

○ 私たちの考える川崎の情報教育 

私たち川崎市立小学校情報教育研究会は、「川崎の情報教育」を単に ICT 活用だけに

せず、これまでの研究や研修で培ってきた「図書」や「映像・放送」などのメディア

を活用しながら、「情報活用の実践力」「情報社会に参画する態度」を含めた広い意味

での「情報教育」として捉えています。 
子ども達の主体的な学習には ICT 活用だけにとどまらず、より多くのメディアから

必要な情報を取捨選択し、加工し、表現していく中で、自ら学ぶ力が育成されること

が重要だと私たちは考えています。さらに、情報機器によるコミュニケーションが日

常的になっている現代社会では、得られた情報をもとに生き生きと想像したり、ルー

ルを守って発信したり、受け取ったりするという双方向性の関係をより充実させ「心

豊かな子」を育てることが大切だと私たちは考えています。 
○ 心豊かな子を育てる情報教育 

本研究会では前述した図書資料や映像・放送資料などを活用する「メディア活用」

については、「日常の実践に『メディアを通して心を動かす』という活動を組み込む」

ことを今年度も引き続き重視して行っていきます。これにより「心豊かな子を育てる

情報教育」に迫りたいと考えています。 
本研究会はこれまで図書資料や映像資料を活用した様々な実践を積み重ねてきまし

た。その積み重ねの中に心を動かす図書教材や映像教材も多々ありました。そうした

これまでの取り組みの上に、さらなる活用や実践を積み重ね、学びの主体である児童

がメディアを適切に活用し、コミュニケーションできるようにすることにより、心豊

かな子を育成していきたいと考えています。 
○ 新しい学習指導要領の中での情報教育 

平成 20 年 3 月に「新しい学習指導要領」が文部科学省より告示され、今年度より段

階的に実施されることになりました。その中で情報教育や教科指導における ICT 活用

など、教育の情報化に関わる内容について一層の充実が図られました。また「新しい

学習指導要領」のもとで教育の情報化が円滑にかつ確実に実施されるよう具体的な取

り組みを示した「教育の情報化に関する手引」も平成 21 年 3 月に同省より発表されま

した。 
こうした教育の情報化の新しい流れと、これまで川崎市の情報教育が培ってきたこ

とを踏まえながら今年度の本研究会の研究を進めていかれればと考えています。 
平成 18 年に文部科学省より出された「初等中等教育における情報化に関する検討会

報告書概要」の中の「情報教育の考え方の整理（教育の情報化と情報教育の整理）」で

は「各教科等において、情報機器を活用しさえすれば情報教育を行った、ということ

にはならない」「情報教育に位置づけられるためには、実際に指導を行う教員が、IT 活
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用が子どもたちの情報活用能力の育成に、どのように資するかを理解した上で、指導

することが必要」と記されています。それを受け、本研究会では昨年度までの取組か

ら下記の図１のようにまとめてみました。 

 
図１ 

 
私たちは、昨年度まで、取組の一部として主に ICT 活用を中心とした授業研究会や

一人一実践等を展開してきました。しかしその際に単なる ICT 活用のみで終わらず教

科の中で確かな学力を保証した上で、情報活用能力の育成も意識し取り組みました。

（図１中の A 領域） 
新しい学習指導要の総則では、各教科等の指導において、子ども達がコンピュータ

や情報通信ネットワークなどの情報手段に「適切に活用できるようにするために学習

活動を充実する」と記されています。 
私たちはこれまで同様、日常的に ICT を活用することで確かな学力を伸ばし（図１

中 A 領域や C 領域）、様々なメディアを活用することで情報活用能力を育て（図１中 A
領域や C 領域）、心豊かな子の育成すること（図１中 D 領域）を今後も研究していき

たいと考えています。 
 
 
 



3 
 

２． 今年度の研究について 

○ 研究テーマ 

私たちは「私たちの考える川崎の情報教育」「心豊かな子を育てる情報教育」「新しい

学習指導要領の中での情報教育」の視点から、今年度の研究テーマを以下のように設定

しました。 
 

 
昨年度のサブテーマ「メディア活用で伸ばす確かな学力」というものに、「メディア活

用で育てる情報活用能力」というものを加えました。これは教育の情報化の中で、各教

科等において、教員による ICT 活用、子ども達による ICT 活用の双方の充実により、確

かな学力を伸ばすとともに、子ども達の ICT 活用やメディア活用等を通じて情報活用能

力の育成をすることをより明確にしたいと考えたからです。そしてこのテーマを具現化

するために、常任委員による研究授業や一人一実践等を取り組んでいきたいと考えまし

た。 
 

○ 授業研究会 

これまで述べてきたことを踏まて、今年度、私たちは研究のサブテーマでもある「メ

ディア活用で伸ばす確かな学力」「メディア活用で育てる情報活用能力」という切り口で

下記のような日程で授業研究を行いました。 

研究テーマ 

「自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして」 

― メディア活用で育てる情報活用能力、メディア活用で伸ばす確かな学力 ― 

第 1回授業研究会 

「メディア活用で伸ばす確かな学力」についての授業研究 

   7 月 15 日（水） 

  川崎市立下小田中小学校  関谷 洋平 教諭 

  ※５年生理科「花から実へ」の単元内における効果的なＩＣＴ活用

をし、確かな学力を育成する授業 

第２回授業研究会 

「メディア活用で育てる情報活用能力」についての授業研究 

   11 月 18 日（水） 

   川崎市立南河原小学校   添野 雅美 教諭 

   ※２年生生活科「まちたんけん」での年間を通じて情報活用能力を

育成してきたことを生かした発表（情報伝達）の授業 
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  「メディア活用で伸ばす確かな学力」「メディア活用で育てる情報活用能力」の２つの

授業をとおして、これからの研究会の方向性や課題がみえた有意義な授業研究会でした。 
  また、２つの授業をより効果的にするために、授業後の協議会も工夫しました。「メデ

ィア活用で伸ばす確かな学力」では、授業内容を一つの提案として考え、その他にどの

ようなＩＣＴ活用が効果的かを参加された皆さんとワークショップ形式で考えました。

その結果「こんな使い方もあったのか」や「自分も来学期のあの単元でＩＣＴを活用し

て授業をしてみたい」などの感想をいただき、ある程度の成果を確認できました。「メデ

ィア活用で育てる情報活用能力」では、常任委員が年間をとおして、どのような教科等

で、どのような単元のどのような場面で情報活用能力を育成しているか、簡単な表にし

てまとめたものを配布して、協議会に臨みました。この表については、今年度は全体と

してまとめる段階までいきませんでしたが、次年度以降も継続し、情報活用能力の育成

場面を明確にし、より多くの先生方が実践しやすいように示していきたいと考えていま

す。 
 
○ 一人一実践 

今年度も昨年度に引き続き、常任委員による一人一実践をまとめ、Web 上で公開し

たり、印刷物を配布したりしました。この一人一実践では主に ICT 活用についての内

容に重点を置いて配付したいと考えています。これは常任委員一人ひとりの力量を高

めると同時に、多くの先生方に「より身近に ICT 活用ができる実践集」としたいと考

え取り組みました。 
また、今日的な課題である情報モラル教育についての実践集の作成も今年度は考え

ました。そのために夏季休業中に常任委員会内で研修を開いたり、平日の夜間に有志

で研究会を開いたりして、共通理解や情報モラル教育に対する意識を高めました。こ

ちらの一人一実践は現在、製作中です。 
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３．授業実践 

（１）「確かな学力」をテーマにした研究授業 

１． 単元名   ５年 理科「花から実へ」 
２． 単元目標 

○植物の花のつくりやみのでき方に興味をもち、見出した問題を計画的に追究する活動を

通して、花の役割や受粉と結実との関係をとらえるとともに、声明を尊重する態度を養

い、生命の連続性についての見方や考え方をもつようにする。 
３． 単元の流れ 
第１時 カボチャの花のつくりを詳しく観察しよう 
○花のつくりに興味をもてるように教材園の観察をした。 
 花のつくりに着目できるよう、花びらの中や、花の根元を見るように声をかけた。子どもたち

は、花びらの形は同じであること、花びらの下にはふくらみがあるものとないものがあることに

気がついた。また、他の花との違いも意識しながら観察をさせた。いろいろな花におしべやめし

べがあることに気づけるようにするためである。 
 この時間では、「いろいろな花のつくりの違いに興味をもち、いくつかの花を観察する子」「カ

ボチャの花のつくりをじっくり観察し、スケッチする子」「花のつくりに興味をもって観察した

が、どこをどのように記録していいかわからない子」など、反応

がさまざまである。 
 この時、「観察はしたが、記録ができない」ということがある

と、次の学習への意欲が低下したり、花のつくりについての知識

が確かなものにならなかったりする懸念がある。 
そこで本時では、スケッチを通して花のつくりを観察すること

を大切にしながら、スケッチがはかどらなかった子どもにはデジ

タルカメラを利用して自分で気がついたことを記録するように

した。 
この学習をした時、おばなは咲いていたが、めばなはひとつし

かなかった、子どもたちは違いに気がつき、デジタルカメラで記

録をしたがっていた。記録の補助的な役割として、デジタルカメ

ラを利用したが、学習意欲の喚起にもつながったようである。 
 

第２時～第４時 花のつくりはどのようになっていただろうか。 
カボチャのおしべとめしべは、どんなところで違うのだろうか。 

 ○第１時で気がついたことを発表し、花のつ

くりをとらえた。そして、顕微鏡や虫眼鏡

などをつかって、花のつくりや花粉などを

観察し、記録した。 
まず、第１時で、観察して気がついたこと

を発表した。自分が見たことを伝えられるように、

前時で利用したデジタルカメラの画像や、記録し

記録の補助的な役割として

のデジタルカメラの活用。 
どの子でも観察の記録を残

せる。 

観察したことを共有するために、画像を大きく

映し出す。教師が意図的に画像を選ぶことで、

必要な知識を確実に伝えることができる。 
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たノートをパソコンや教材提示装置、プロジェクタを使ってスクリーンに投影した。見せたいも

のを大きくしたことで、カボチャの花のつくりを丁寧に学習することができた。 
次に、ユリ（両性花）とカボチャ（単性花）の違いを確認し、おしべとめしべの違いを観察し、

記録した。両性花と単性花の違い、おばな、めばなの違いを確認できるように表を使って整理す

るようにした。ユリの実物の観察で、子どもたちは一つの花におしべやめしべがあることを確か

めていた。 
また、この時のカボチャの観察ではめばなは咲いていなかったが、おばなの数は 1 時間目より

増えていたので子どもたちは、よく触りながら観察していた。おしべを触ることは、花粉の働き

を考えるときのヒントとなるので、どんな感じがした問

いかけ、記録するように促した。咲かなかっためばなに

ついては、教師が撮影した写真をスクリーンに映し画像

を大きくして教室で記録した。 
カボチャの花の観察で、この段階では、めしべに注目

して観察することはできなかったが、おしべを確かめる

ことができた。そして、ハチが花の中で蜜をすっている

様子も観察することができた。 
この学習では、顕微鏡の使い方を技能として定着させ

る。この時間まで、「でんぷん」「メダカの卵」「微生物」

の観察で顕微鏡を使っているが、これまでの観察では、

対象に焦点を合わせるのに時間がかかっている。そこで、

ビデオカメラで顕微鏡を使う様子をとり、スクリーンに

映すようにして、全員が使い方を確認した。その結果、

ピントの調節もスムーズに進み、じっくりカボチャの花

粉の様子を観察、記録することができ、ユリの花粉も同

様にすることができた。 
 
第５時～第７時   どのようにして、めしべの先に花粉がくっついたのだろう。 

（研究授業５時間目） 受粉するかしないかで、実のでき方に、違いがあるだろうか。 
 ○めばなの先にどのようにして花粉がくっついたかこれまでの記録を使って考え、実のつきかた

について考えた。 
 

（本時）の流れ 
第４時まで、咲かなかっためばなが本時の朝に咲いた。朝にしか咲かないので時間をつくり、

観察をしめしべの感触を記録させた。そして、短い時間の観察だったのでその様子を教師がデジ

タルカメラで保存した。 
本時の導入では、前時の振り返りと、課題（「どのようにして、

めしべの先に花粉がくっついたか」）を考える手助けとして、教

材提示装置とデジタルカメラで撮影した画像を利用した。教材提

示装置で前時までに記入した表をみせながら、観察して気がつい

映像を見ることによって観察の仕方を

分かりやすく伝えた。記録の時間を十分

に保障することができる。 
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たことをできるだけ多く発表した。教材提示装置には、子どもたちが自分で作ったものをそのま

まの形で見せられる良さがある。また、教師側が見せたい部分を強調して見せることができる。

また、デジタルカメラでは観察した時の体験が思い出せるような映像や話しあうための土台とな

るための必要な知識として画像を用意した。つまり、子どもたちのかいたものや写真を利用して、

「どのようにして花粉がくっついたか」を考える手立てとした。 
子どもたちは、スクリーンに映し出した映像をもとに、花

のつくりや色、おしべやめしべの触ったときの様子を発言する

ことができた。花粉の形について、「とげとげしている」とい

う反応がでた。このように気がついたことを共通理解した後、

話し合いをした。この話し合いに際し、教師側から導入で見せ

た。写真を用意することで、自分が考えたことを写真を指さしながら友だちと意見交換できると考え

たからである。 
グループで出た意見を全員で共有するために、再度教材提示装置を利用した。子どもたちは、

写真を使って、「おばなの花粉がめばなに運ばれる。」「花粉のとげとげが虫にくっつく。」「はち

が運んでいる。」という意見を発表することができた。 

   
 
 
  ６時以降 
  ５時の学習で発表したことを確かめる方法を考えた。どういう条件が必要かそれを確かめるた

めにどのような実験をすればよいか話し合った。受粉させた場合と受粉させなかった場合、めば

なのふくらみが変化するかどうか予想した。教材園にめばながほとんどなかった状態なので、咲

いたものに受粉することを確認し、受粉させない場合の結果は映像教材で確認することにした。 
  映像教材を利用する理由はほかにもある。カボチャの花が受粉してから実のなるまでには時間

がかかるということである。今回は受粉した時期が遅かったため、実験結果を確認するためには、

どちらにしても映像教材が必要であった。 
  映像教材は利用したものの、これまでの観察や話合で考えた結果、子どもたちは理解をしやす

かったようである。 
 
第８時 植物の一生をふりかえろう 
 
○写真を見せることで、植物の一生を振り返った。 

  これまでに育ててきたことのある花や種の写真をみせたり、植物の発芽と成長の学習を振り返

ることで植物の連続性に興味をもてるようにした。子どもたちは、カボチャの花「ハチが受粉さ

観察してきたことを伝える手立て

として教材提示装置を活用した。

話し合いの土台作りとして、写真を活用した。観察が十分にできなかった場合で

もここで知識を共有すれば、話し合いに参加することができる。 
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せる役割をしていたけど、他の花では何が受粉させる役割があるのか知りたい。」と興味をもっ

ていた。 
４． 単元を終えて 

  本単元では、「確かな学力」をテーマにした研究であり、デジタルカメラや教材提示装置を活

用した場面を多く取り入れた。 
  これまでの自然観察の記録から、子どもたちの視点は様々であることに気がついた。たとえば、

一つの花を茎から花まで広い視野でとらえてかいたり、花びらが大きくなるようにして花のなか

をとらえてかいたり、である。この単元の学習では、広い視野（花の数）と限定的な視野（花の

中）など、多様な見方で子どもたちの気づきがふえると考えデジタルカメラを利用し、授業で発

見したことを共有できるようにした。 
  また、カボチャの花の咲く時間は午前中の限られた時間でしかない。規模の大きい学校だった

り、天候が不順であったり、植物が病気になったりと、常に子どもたちの観察の時間を確保する

のが難しいこともある。そこで、教師は毎朝カボチャの手入れをし、子どもたちが観察をできな

かった場合に備え、単元の学習に必要な資料を用意した。 
  教材提示装置やデジタルカメラなどの機器を利用することは、知識を共有することに役立つ。

そして、教師が意図的に共有する情報を選ぶことで、話合を活性化させたり、学習への意欲を喚

起させることができると考える。花粉の拡大写真を見せた時に「おー。」という反応があったが、

花粉の特徴をはっきりと認識できたからだと思う。 
 
５． 課題 
子どもたちに資料を提示する場面でいくつかの課題が見えた。それは、資料を提示する場合その

資料は必要か、その他に変わるものはないか、ということである。たとえば、教師が撮影した写真

ではなく、子どもたちが撮影した写真や観察・記録のノートを見せた方が自分たちのものが映って

いると、意欲の高い状態で学習を進めることができる。 
そして、資料の内容である。どのような内容であれば、子どもたちは発言しやすいか考えて準備

することが課題である。たとえば、「あれ？」と子どもたちが思える内容の資料を提示することで

ある。このような資料があると子どもたちからの疑問をつくることができる。教師がどんな発問を

したかったか、どんな支援をしたかったか、それが伝わる写真・資料を準備することが大切である。 
 最後に、資料を見せるタイミングである。これは、子どもへの発問やキーワードの板書と同じよ

うに考えなければならない。たとえば、「花粉が風によって運ばれている理由」を考えているとき

に、「虫が花の中にいる写真」を見せたらどうだろうか。子どもが「花粉の大きさや重さ」に着目

して思考することを「虫」によって妨げられてしまう。教師の気付かせようという意図が強いと、

子どもたちの発想が制限され、話し合い活動をしても結論が決まっているなかでの話し合いになっ

てしまう。つまり、子どもたちの思考に合わせて、資料を提示できるようにしなければならない。 
 これらのことを考慮して ICT を活用すると、知識を共有させたり、思考のきっかけをあたえたり

することができる。そして、活用の仕方や活用の場面を使い分けることによって学習効果を上げる

ことができると思われる。 
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（２）「情報活用能力」をテーマにした研究授業 

 

第２学年２組 生活科学習指導案 
指導者 添野 雅美 

１．日時・場所 平成２１年 １１月１８日（水）第５校時  多目的教室 
２．単元名   すてきはっけん！みなみがわら 
３．単元目標と評価規準 
 （１）単元目標 
   ・自分たちの生活の場である地域や人とかかわることを通して、自分たちの住んでいる町のよさ   
    を発見し、親しみをもつことができる。 
   ・地域とのかかわりを通して気づいたことや分かったことを自分が工夫した方法で表現すること

ができる。 
 （２）単元の観点別評価規準  

ア生活への 
関心・意欲･態度 

イ活動や体験についての 
思考・表現 

ウ身近な環境や自分につい

ての気付き 

地域の人々とそのくらしに

関心をもつとともに、それら

に親しみをもち、自分の生活

を広げようとしている。 

見つけたことや、気づいたこ

とを自分が選んだ方法でま

とめたり、友だちに伝えたり

することができる。 

活動を通して、自分たちの生

活は、町に住む人々とかかわ

っていることや、それらとか

かわることの楽しさ、町のよ

さに気付くことができる。 

①今までの学習をふり返り、

新たな町のすてきを調べ

ようとしている。 
②町の人に、聞いてみたいこ

とを自分なりに考え、町の

人の話を聞こうとしてい

る。 
② く わ し く 知 り た い 人 

や場所を決め、すすんでイ

ンタビューの準備をして

いる。 
②町の人とかかわることを

楽しもうとしている。 
②町の人のことを詳しく知

ろうとしている。 
③町のすてきを発表する方

法を考え、すすんで発表の

準備をしたり、表現したり

しようとしている。 
③友だちの調べた町のすて

きを交流しあっている。 

①自分が詳しく知りたいこ

とを決め、調べることやイ

ンタビューすることをワ

ークシートに書くことが

できる。 
②町の人に聞きたいことを

考えながらインタビュー

ができる。 
②町の人とのインタビュー

で分かったことや気づい

たことをワークシートに

にまとめることができる。

③調べて分かったことを工

夫してまとめることがで

きる。 
③友だちにわかりやすく伝

える方法を考え、すすんで

発表の準備をしたり表現

することができる。 
 

①今までの活動をふり返り

町にはいろいろなすてき

なことがあることに気付

いている。 
②町の中に、親しい人ができ

たことに気付いている。 
②今まで知らなかった町の

人の思いや願いに気付い

ている。 
③友だちが調べた町のすて

きの発表から、友だちが調

べた町のよさに気付いて

いる。 
 

４．単元について 
 （１）子どもの実態と教師の願い 

本学級は男子 14 名、女子１８名の計 32 名で、明るく素直な子が多い。何事にも素直で前向きな反

応が返ってくる。学校生活を楽しみ、友だちと仲良くしようとする姿が見られる。しかし、学習の場
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面では自信のなさから意見を言うことに消極的な子が多いため、朝のスピーチなど人前で話す時には

書いたものを見ながら話すようにしている。学校生活全体を通して、自分の話したことが友だちに伝

わることの楽しさ、友だちと話し合うことの楽しさを感じさせていき、自分の考えを伸び伸びと表現

できる子になってほしいと思う。そのために有効な手立ての一つに情報機器の利用があると考えてい

る。言葉による表現が十分でない場合、デジタルカメラやビデオ等の映像は、大きな助けとなるので

はないか。本単元では子どもたちの表現活動を支えるものとして、映像に関わる機器を利用していき

たい。 
また、本単元ではお店で働く人に話を聞いてくるなど地域の人と積極的にかかわることを目指して

いるが、大部分の子どもたちは馴染みのない大人と話す経験が少ないため、戸惑うことが予想される。

これまで経験してきた人とのかかわりを思い出させ、頑張って取り組もうという意欲をもたせたい。

また地域の人とのかかわりを大切にする活動を通して、これからも親しみを持って地域の人と接して

いけるようにしたい。このような人との良い関係作りには、どのようにコミュニケーションをとって

いけば良いのかを子どもたちに考えさせ、教えていく必要がある。これは情報教育の重要な役割だと

考えている。２年生の段階にあった取材やインタビューの方法について学ばせ、実践させていきたい。 
 （２）単元設定の趣旨 

本単元は、主として学習指導要領に示された【（3）地域と生活】の内容である。前期の「すてきは

っけん！みなみがわら」の学習では、学区全体を探検した。広い学区を歩く中で、町のいろいろな建

物や自然に目を向けて活動した。そのなかで、もう一度よく知りたい場所（商店街、お店、公園、建

物）はコース別に町たんけんを行った。知りたい場所をよく見る活動から、子どもたちは今まで知ら

なかったことが分かり、学区にあるすてきを発見することができた。 
  ９月からは、学区にあるお豆腐屋さんと和菓子屋さんとの交流をしてきた。ここで、地域に暮らす

人々とかかわることで新たな発見ができる嬉しさや、人とかかわることの楽しさを感じることができ

ればと考えた。 
  後期 2 度目となるこの「町たんけん」ではこれまでの学習を生かし、地域の様々な人とのかかわり

をもたせることに重点をおいて、南河原のすてきを発見できるようにしたい。地域に暮らし、仕事に

誇りをもち工夫しながら働く人の思い、子どもたちを温かく見守る人の思いなどに気づくようにさせ

たい。そして、自分たちが住んでいる町を大切にする子どもを育てていきたい。 
（３）本単元と情報活用能力 

 ICT 活用で意欲を高め、思考・表現を支える 
  児童は低学年ということもあり、これまでは ICT 活用の経験があまりなかった。2 年生になり、前

期に活用した ICT は、デジタルカメラ、実物投影機であるが、これはどちらも教師が児童や児童の作

品を撮影したり、学習教材を提示したりすることに使用してきたもので、児童が自ら使用して何かを

作ったり発表したりということはなかった。しかし、実態にあるように、自分の考えを発表したり学

習内容をまとめて表現したりすることが苦手な児童が多い本学級において、「調べたことを発表する」

という表現活動が重要な本単元では、情報機器の利用が有効であると考えられる。そこで機器の利用

に慣れることをめあてに、９月から日直のスピーチにデジタルカメラで撮影した画像を利用するとい

う活動をスタートさせた。これは担任が準備した２台のカメラを日直の二人が持ち帰って撮影し、次

の日の朝の会で発表するという形式をとっている。撮影してくる内容は、「自分の大切にしているも

の」「好きなもの」「頑張っていること」などである。家の中の様子を撮影してみんなの前で発表する

というプライバシーに関わる活動であることから、スタート前に各家庭にお願いの手紙を配布して協

力を得た。まだカメラの操作に慣れることが中心であるが、どの児童もカメラの持ち帰りをとても楽

しみにしており、一生懸命に撮影してきた写真を嬉しそうに発表している。「見ればわかる」という

映像の良さに、発表の緊張も和らぐ様子が見られる。聞くことが苦手な児童が多い学級であるが、こ

の発表時は真剣に見聞きしている児童が多く、質問も多く出されて子ども同士のやり取りが活発であ
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る。映像の活用が興味・関心を高めたり、理解を助けたりしていることが感じられる。本単元では様々

な発表方法の中から自分の伝えたいことがうまく伝わると思われる方法を児童が選択するが、このよ

うな ICT 活用の経験が「カメラを使ってお店の中のことがわかるように撮影してきたい」「ビデオな

ら、行っていない人に○○さんの話を聞いてもらえるな」等のように活動への意欲を高めたり、実際

に取材したことについての思考・表現を支えたりできるのではないかと考える。 

 

 人とのかかわりを通して、大切な情報を 

  本単元では、地域にすむ人との関わりが重要である。これまで児童が体験してきた人との関わりは、

学年・学級の友だちとの活動、学級内での学習における発表や対話、グループでの発表などが主であ

り、生活科の「学校たんけん」で１年生に学校の様子を教えたり案内したりする活動を行ったが、上

手に説明ができたグループは少なかった。また「たてわり活動」に参加しているが、上級生や教師の

働きかけに応じて一緒に遊ぶことがめあてであり、自分から何か働きかけるということはまだ特に設

定されてない。まだまだ教師対自分が中心の生活である。その児童が地域に出て取材活動をすること

は、戸惑いや緊張があるだろう。けれども、ここで人と触れ合い、自分に語りかけてもらう活動をす

ることで、大切な情報を得ることができ、身近な環境や自分への気付きを深められるのである。 

  そこで、前の単元「だいずのへんしん」の活動で、「見学や取材の時に気をつけることはなんだろ

う」として、見学時のマナーや質問の内容、また質問の仕方について考える時間を設けた。これまで

の国語の「聞く・話す」の単元で話の聞き方や伝え方について学習してきたことを基に考えたが、こ

こでは大人である地域の人が相手であることから、「丁寧に話そう」「です、ます、を使おう」「はっ

きり話さないと、聞こえないかもしれない」のような内容が子どもたちからすぐにあげられた。また、

質問の内容や自分がよく見てきたいものをカードにまとめてから取材に行くことや、質問の仕方を練

習していくことなどを確かめて、活動した。ここでの経験が本単元での取材活動に生かされると考え

る。 

 

 児童とこれまでの情報教育の経験 

  

これからの姿 

  本単元、またこれまでの児童の体験を基に、この先、更に情報活用能力を育て伸ばしていくことを

望んでいる。今回は表現方法として主にデジタルカメラを使用したが、「撮影したものを印刷して提

示する＝絵のより詳しい形」としての意味合いが強かった。高学年ではこれをデジタル素材としてパ

ソコンに取り込んで加工したり、作ったものを対象を決めて発信したりという活動につなげていきた

い。高学年で一足飛びに情報技術や情報の特性を教えることは難しい。低学年から段階をおって体験

させたり教えたりすることが大切であると考える。 

 

 

 

 

 ICT 活用 表現方法 取材・インタビュー 

 

内容 

OHC、デジタルカメラ 

パソコン 

文字、音声、絵 

劇化、紙芝居 

デジタルカメラ 

国語「きいたことをもとに書こう」 

・友だちに夏休みについて質問する。

生活科「学校あんない」 

・児童によって、校長に質問する。 
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７ 成果と課題 
情報の受信・収集者として 
 本単元の活動を通して、子どもたちは地域の方々の南

河原小への思いやそれぞれのお店の良さに気づくこと

ができた。またお礼に行った際には「またおいでね」と

声をかけてもらったと嬉しそうに話しており、これから

も生活や学習の場でコミュニケーションをとっていく

ことに意欲を感じている様子がうかがえた。取材先だっ

たお店については、その後も「開校記念日の南小まんじ

ゅうは○○さんのおまんじゅうだよ」「体操着が小さく

なったから、□□さんに買いにいくよ」のように話題に

あがることも多く、自分が実際に会って取材をすること

が子どもたちにとっては大切な経験であったことが感じられた。自分の知りたいことを調べる活動には

いろいろな方法があり、これから先は直接の取材だけでなく本やインターネット等を利用する機会も増

えていくだろう。そういった活動に先立ち、低学年で取材のために足を運ぶことや人との関わりを大切

にしておくことは、「知りたいことがあったら自分から調べに行こう」という姿勢や、「本やパソコンの

向こうには相手（作り手）がいて、それぞれが大切に思っていることを伝えようとしているのだから、

その気持ちをしっかり受け止めよう」という姿勢を育てることにつながると考えた。今後も情報の受

信・収集者としての資質を高めるために、低学年からできる活動を整理して実践していくことが必要で

あると思う。 
 
情報の発信者として 
 本単元では取材して集めた情報や考えたことを発表する場面では、絵、ペープサート、写真、クイズ

等の方法がとられた。後期から取り組み始めた写真を使った朝のスピーチは子どもたちに身近なものと

なり、本単元でも発表方法の一つとして自然にあげられた。絵が苦手な子や、全体の様子を知らせたい

時など、人や場面に応じて効果的に使えるように指導していきたい。また、ともするとただ写真を見せ

て終わってしまいそうになる子がいるので、写真だけではわからないことを言葉で補いながら自分の考

えを伝えようという指導を続けていく必要があるだろう。 
 今回担任が紹介したビデオを使っての発表方法も子どもたちは興味をもった。生活科のお手伝い発表

会で皿洗いの様子を撮影してきて発表した子がいたが、食器のたてる音や水の音、友だちが慎重に洗う

様子に、みんなが集中して見ていた。その場に

行かなければわからないことや、実物を見せる

のが難しいものについての紹介に使っていける

ことに気づき、機会があったら使っていきたい

と感じたようである。そこで、教育実習生への

ビデオレターを作ろうと話し合い、一人一人の

メッセージを撮影した。個別の取り組みはまだ

まだ先になると思われるが、動画という方法が

あることにふれておくだけでも子どもたちの可

能性は広がると考えたからだ。たくさんの発信

方法の中から、自分の伝えたいことが最もよく

表せる方法を選んでいける力をつけていきたい。 
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４ ． 今 後 の 課 題 （ 次 年 度 へ 向 け て ）  

  今年度の研究では、ＩＣＴがより手軽に確かな学力を育成するために、効果的であることを確認で

きたり、情報モラル教育について常任委員の意識を高めたり共通理解したりすることにより、今後の

方向性が見えてきました。また、情報活用能力の育成に向けて、各自が意識的に取り組んだ記録を表

にまとめることにより、今後、より多くの人が取り組みやすくするための手立てとして有効であろう

ということが見えてきました。以上のような成果をもとに、次年度へ向けた取り組みや課題を整理す

ると以下のようなことが考えられます。 
  
○ 授業実践（研究授業） 

今年度の授業実践（研究授業）では、より多くの方が明日からでもすぐに取り組めるためもの（Ｉ

ＣＴ活用＝確かな学力）と、研究会としてこれまで取り組んできたことを継続してきたことを確認し

たもの（情報活用能力の育成）という形で行ってきました。来年度も基本的には、同じような形で行

っていきたいと考えています。とりわけＩＣＴ活用の面では、多くの教室に大型テレビが設置された

り各校に１台電子黒板が導入されたりしている中「どう活用すれば良いか」というような疑問につい

て、実際の授業を通じて提案できるような研究授業を考えていきたいと思っています。また、情報活

用能力の育成の面でも、常任委員が取り組んでいることを、より分かりやすく整理して、わかりやす

く研究成果としてまとめていく必要性があると感じています。そのためにも、来年度はそのようなま

とめかたが有効かを考え、検証していきたいと思っています。 
 

○ 一人一実践（情報教育の実践事例集） 

ＩＣＴ活用の一人一実践（情報教育の実践事例集）は、色々な学年で様々な教科の実践事例をこれ

までに示してきました。しかし、大型テレビや電子黒板の実践事例は、これまで機器が無かった関係

であまりありません。次年度は大型テレビと電子黒板に特化した実践事例集を作成したいと考えてい

ます。また、情報モラル教育の実践事例集も引き続き作成し、完成を目指していきたいと思っていま

す。 
 

○ その他 

より多くの先生方、とりわけ情報教育研究会の会員の先生方に、必要な話題や実践の情報提供を今

後もしていきたいと考えています。今年度末に各学校に「情報かわら版」で大型テレビの設置方法や

簡単な活用の仕方を特集して配布しました。こうした現場に必要なものを今後も提供しながら、研究

会としてより活動の場や一緒に活動する仲間を増やしていきたいと考えています。 
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Ⅱ　事業報告

月日曜日 時間 活動名 会場 内容

4/8 水 18:00 拡大事務局会 久本小学校 ・２１年度新体制

4/15 水 15:30
総会準備委員会①
（お知らせ）

下沼部小学校

・２１年度活動計画案、組織編成
・年間計画について
・研究について
・総会計画、役割分担

4/23 木 15:30 名簿作成委員会 苅宿小学校

18:00 拡大事務局会 下沼部小学校 ・研究　・研修　・総会にむけて

5/11 月 18:00
総会準備委員会②
（お知らせ） 下沼部小学校

・研究会総会準備
（冊子、次第の確認　提案練習）
・主任会について
（内容、進め方、役割分担の確認

5/13 水 14:00

5/20 水 3:30
常任委員会③

下沼部小学校
・研究の推進
　第１回　授業研究会に向けて
・主任会の準備と確認

6/3 水 3:30

主任会
　情報主任
　視聴覚主任
　図書主任

下沼部小学校

・視聴覚主任の仕事
・図書主任の仕事

読書感想文コンクール募集要項
　学校図書館の運営について

6/10 水 13:30 教育課程授業研究日

6/17 水 13:30 教育課程授業研究日

7/1 水 9:00 常任委員会⑤ 下沼部小学校
・読書感想文について
・小教研大会について
・夏季研修会ついて

7/7 火 18:00
常任委員会⑥
（お知らせ）

下小田中小学校
・第１回　授業研究に向けて
　（指導案の綴じ込み）

7/15 水 13:30 第１回授業研究 下小田中小学校 授業者　関谷　洋平

7/28 月 9:00 小教研第４８回研究大会　幸市民館　　商業高校　提案　山口・加藤　　　　　

8/3 月 9:30 常任委員会⑦ 下沼部小学校
AM　常任委員会
PM　研修会

13:00 会員研修会 下沼部小学校
・読書感想文について
・ウイルスバスターの講演会

川崎市立小学校情報教育研究会　総会　　　　会場　　川崎市立下沼部小学校
　・２０年度　　活動報告、会計報告
　・２１年度　　活動計画、会計予算案、役員選出
　・研究報告会　田中先生と橘先生の実践報告会

１．平成21年度活動経過
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月日曜日 時間 活動名 会場 内容

9/2 水 15:30 常任委員会⑨ 下沼部小学校

・読書感想文について
　（地区審査、全市審査など）

・ビデオ映像創作展について

9/16 水 13:30
読書感想文
　　　   地区審査

久本小学校 ・読書感想文地区審査

9/19 土 9:00
常任委員会⑩
（お知らせ）

下沼部小学校 ・読書感想文全市審査

10/7 水 15:30 常任委員会⑪ 下沼部小学校

・第２回授業研究会に向けて
・ひとり一実践について
・読書感想文表彰式にむけた作業

10/20 火

10/21 水

11/11 水 3:30 常任委員会⑫ 下沼部小学校
・第２回授業研究に向けて
・読書感想文一次校正作業

11/13 金 　　平成２１年度　関東甲信越　放送・視聴覚教育研究大会　　長野大会

11/18 水 13:30 第２回授業研究日 南河原小学校 授業者　添野　雅美

11/19 木 18:00
県大会前日準備
（お知らせ）

中原市民館

11/20 金
9：00

13:30

12/2 水 14:00 読書感想文表彰式 総合教育センター ・読書感想文表彰式

ビデオ映像創作展
地区審査

総合教育センター ・ビデオ映像創作展審査

12/16 水 18:00
常任委員会⑫
　（お知らせ）

下沼部小学校
・読書感想文　最終校正
・読書感想画　審査

1/5 火 9:00 第２８回　ビデオ映像創作展　全市審査　　　　　　　川崎市総合教育センター

18:00

1/13 水 15:30 常任委員会 下沼部小学校
・県小研中央大会に向けて
・研究のまとめ、紀要作成につい

1/20 水 14:00 ビデオ映像創作展表彰式　　　　　　会場　川崎市総合教育センター

2/3 水 9:00

2/17 水 15:30 常任委員会⑬ 下沼部小学校 ・常任委員研修会

3/3 水 15:30 常任委員会⑭ 岡上小学校 ・年間反省、研究のまとめ

3/29 月 9:30 拡大事務局会 住吉小学校
・２１年度年間反省　研究冊子印
・２２年度活動計画

神奈川県小学校教育研究中央大会　　　　　相模原大会

     放送教育・視聴覚教育　合同全国大会　　愛知県岡崎市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場　住吉小学校

神奈川県視聴覚・放送教育研究合同大会　川崎大会　会場　中原氏民館

情報教育研究会　　賀詞交歓会
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（２）夏期会員研修会 

 
8 月 4 日（火）８：３０～１６：００ 於：下沼部小学校 

午前の部 学年部別 課題図書の読書会・講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書感想文コンクールに向けての悩みをみんなで解消！ 
 

午後の部 コンピュータ研修 

      

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

低・中・高学年の部会に分かれて今年度の読書感想

文課題図書について語り合う会を行いました。 
 集まった会員の皆様が様々な視点から一つの本に

ついて話し合い、読みが深まりました。 

読書感想文全国コンクール審査員 徳永隆憲先生 
講演会「読書の感動を言葉に」 
「読書感想文を書くことは、子どもが本を好きになる。」と話し

てくださいました。感想文の書かせ方についてもたくさんのア

ドバイスをいただきました。 

読書感想文はどの

ように書かせれば

良いのだろう？ 

本は、どんなこと

を語っているの

だろう？ 

トレンドマイクロ株式会社 神倉 奈美さん 
「自分で守ろう！あなたとパソコン」 
 数え切れないコンピュータウィルスから自分のコンピュータを守

るための方法を教えてくださいました。 
 自分の持っている USB メモリをウィルスにかかりにくくする理論

や方法も教えてくださり、参加者全員が実習を受けることができまし

た。 

学校のコンピュータはしっかりと守

られているけれど自分の家のコンピ

ュータで作業をした後は、何か不

安・・・。
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（5）読書感想文・読書感想画 

【平成２１年度事業日程】 

○ 第５５回青少年読書感想文コンクール関係  

                                  ◇ 第２１回読書感想画中央コンクール関係  

★ 読書感想文画集「本をよんで」第４９号編集発行関係 

市の活動 県の活動 

6／3   ○図書主任会（下沼部小学校） 

     ○読書感想文コンクール応募要項説明、関係資料配布 

9／16   ○読書感想文コンクール各地区審査会（下沼部小） 

     ◇読書感想画コンクール応募要項書類各校配布 

9／19   ○読書感想文コンクール川崎市審査会（下沼部小） 

     ★市審査最優秀、優秀作品寸評記入 

9／28   ★読書感想文画集「本をよんで」掲載者作品等の原稿入れ 

★読書感想文画集「本をよんで」予約申込書・チラシ・ 

掲載者名簿原稿入れ 

10／10  ★読書感想文画集「本をよんで」まえがき原稿依頼  

     ○読書感想文コンクール市表彰式関係提案 

 ○読書感想文コンクール市表彰式出席依頼 

10／12  ○読書感想文コンクール入選者一覧表各校配布 

10／29  ★読書感想文画集「本をよんで」予約申込者・チラシ・ 

掲載者名簿各校配布  

11／11  ○読書感想文コンクール表彰式事前準備 （下沼部小） 

     ★読書感想文画集「本をよんで」第１次校正（〃） 

11／16  ★第１次校正原稿原稿入れ 

     ○読書感想文コンクール表彰式冊子原稿入れ 

11／26   ★読書感想文画集「本をよんで」地区申し込み締切 

～28   代金納入 

12／2   ○読書感想文コンクール市表彰式（川崎市総合教育センター）

 ◇読書感想画コンクール応募作品地区提出 

12／16   ◇読書感想画コンクール市審査会（上作延小） 

 読書感想文・感想画賞状各校配布 

◇読書感想画掲載作品原稿入れ 

◇読書感想画コンクール入選者一覧表各校配布 

12／16  ★読書感想文画集「本をよんで」第２次校正（下沼部小） 

12／25  ★読書感想文画集「本をよんで」各校で最終確認 

1／12   ★読書感想文画集「本をよんで」第２次校正原稿入れ 

２月下旬  ★読書感想文画集発行・各校配布 

２・３月 ★読書感想文画集「本をよんで」を委員会、センター、 

へ送付 

 

5／14 定例総会 

6／22 感想文感想画審査委員

名提出 

8／21 神奈川県夏期研究大会 

10／5 読書感想文コンクール地

区代表作品一覧表報告 

10／16 読書感想文コンクール地

区代表作品搬入 

10／19～11／2    

    第一次在宅審査 

11／5 読書感想文コンクール第

一次審査結果報告 

11／12～11／24 

    第二次在宅審査 

11／25 読書感想文コンクール県

最終審査会 

12／25 6 県読書感想文画集校正

 

1／13 読書感想文画コンクール

地区代表作品一覧表及び

作品提出 

1／22 読書感想画コンクール県審

査会 

2／16 読書感想文・読書感想画コ

ンクール県表彰式 

（平塚市中央公民館） 

２月中旬 県読書感想文画集発行
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（４） ビデオ映像創作展  

 

① 児童や教職員が制作したビデオ映像作品を発表し合うことによって、ビデオ映像制

作技術の向上を図り、併せて、伝達したいことを映像によって表現する力を育てる。

 

② 実施期日 平成２１年１２月 ２日（水） 地区審査会 川崎市総合教育センター

 平成２２年 １月 ５日（火） 全市審査会 川崎市総合教育センター

 

 

平成２２年 １月２０日（水） 表 彰 式 川崎市総合教育センター

③ 参加作品 児童の部：１６点   教職員の部：６点   計２２点 

 

 

受賞作品 

 

＜児童の部＞ 
  

最優秀賞 

 
特別番組！おめでとう末長５０周年 末長小学校 放送委員会 

優秀賞 夏休みの生活について 岡上小学校 

キッズプロジェクト委員会

優秀賞 

 
ホトケドジョウ物語 宮崎小学校５年２組 

奨励賞 

 
黒川からはるひ野になった感想 はるひ野小学校 

５年２組Ａグループ 
奨励賞 

 
学校紹介 東小田小学校 

４年２組ビデオ班 
奨励賞 

 
会田、猪俣、中村のヒヤヒヤ大冒険 岡上小学校 映画クラブ 

  
 
 
＜教職員の部＞ 

 
最優秀賞 

 
はじめてのかいもん！ 住吉小学校 岸根賢司 

優秀賞 

 
おじいちゃんの勲章 岡上小学校 吉竹奈緒美 

片岡義順 
奨励賞 

 
かぜ・インフルエンザの予防 住吉小学校 戸川悦子 
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３．Web サイト・情報かわら版 

（１）Web サイト 

   本研究会の活動内容や成果を広くアピールし、川崎市内外における情報教育の普及・発展

に寄与するため、Web サイトを運用しており公開開始から１０年目を迎えた。 

①一人一実践集  

授業で使えるコンテンツなど常任委員による実践を公開している。 

今年度は１年～６年、特別支援も含めて１０の実践例を新たに追加した。 

今年度で４年分の「一人一実践集」が出来上がっている。 

 

授業に必要な機器を記載したり、指導       

計画や活動の流れなども入れ、すぐに 

実践が行えるようになっている。 

 

 

   ②便利に活用できる「資料室」 

〈研究紀要（詳細版）のアップ〉 

     研究紀要にはページに限りがあり、ダイジェスト版になっている。そこで、研究会の

Web サイトには総会時に配布する研究紀要より、多くのページを使い、詳細になってア

ップをしている。ダウンロードをすることができるようになっている。また過去３年間

の研究紀要（詳細版）もアップしてあるので、研究の流れもわかりやすくなっている。 

   〈研究会で取り組んできた資料のアップ〉 

     過去に研究会で取り組んできた指導計画や、事業で使った資料などをアップしている。 

    また常任委員が作成したフリーウェアもあり、情報機器が充実してきている今、よりい

っそう活用する機会が多くなってきている。 
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平成２２年度は、この「資料室」をよりいっそう充実したコーナーにしていきたい。平成２１

年度末に導入された電子黒板・新型テレビの使い方、またこれらの機器を活用した授業の実践な

どを行い、アップすることで、研究会員の方々はもちろん、より多くの人たちのニーズに応えら

れるのではないかと考える。また、内容が古くなってしまったコンテンツの整理なども行い、利

用者にとってもっと利用する価値のある Web サイトを目指していきたい。 

 

（２）情報かわら版 

   研究会で行われている事業や研究研修の内容について、市内各小学校の研究会員の皆様に

わかりやすく情報の提供を行うことを目的に発行した。 

   また、情報かわら版は市内各校に配布するとともに、研究会 Web サイトでも pdf ファイル 

  で配信している。 

 

 

研究紀要（詳細版）

過去４年間分がアッ

プしてある。 

映像制作講習会で

使用していたテキ

スト。ズームの仕方

など、指導に役立つ

ことがのってる。 

円の面積の求め方

などのフリーウェ

アがある。ダウンロ

ードをして活用す

ることができる。 
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おわりに 

 
光ケーブルなど高速通信網の整備が進んだために、アンテナを使わずに地上デジタル

テレビ放送を受信できるなど新しい情報化社会の波が押し寄せています。例えば、無線

LAN を使いインターネットでダウンロードした電子書籍等が普及すれば、紙ベースの

出版物が限りなく少なくなり、その在庫量を誇っていた図書館のあり方も変化が必要に

なってくるでしょう。日常生活を大きく変える可能性を秘めた高度情報化社会が迫って

きています。 

そうした子どもたちをとりまく情報環境が変わる中で平成２３年度完全実施の学習

指導要領では、 

「児童がコンピューターや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、コンピ

ューターで文字を入力するなど基本的な操作や情報モラルを身につけ、適切に活用でき

るようにさせるための学習活動を充実するとともに、これらの情報手段に加え視聴覚教

材や教育機器などの教材・教具の適切な活用をはかること」として、各教科では具体的

な使用例を提示しています。 

情報教育研究会では、さらに進んで、これらの ICT 機器を特別な道具ではなく、黒

板や定規などの普段の授業で使用している学習道具の一つとしてより日常的に使われ、

様々な教科の中で情報教育が日常的に行われるよう推進して、この研究紀要にまとめま

したので、ここにご報告いたします。 

 

この一年間の研究や実践をご覧いただきご指導ご示唆をいただければ幸いです。 

 

最後になりましたが、本研究会に変わらぬご理解とご支援をいただきました川崎市教

育委員会と川崎市総合教育センターの皆様には、厚くお礼申し上げますと共に今後のご

指導とご理解をお願い申し上げます。 

 

 

副会長 宮城 曜一 

  



 



 

２８ 
 

 

平成２１年度 研究に携わった人 

役  員 

【会 長】 栗田 博美 （岡上）      

【副会長】 掛井 孝明 （新作） 高橋 邦夫 （南野川） 宮城 曜一 （菅） 

 石堂 真理子 （住吉） 原 伸子 （白幡台）   

 高橋 亨 （西丸子） 中田 浩彰 （有馬） 竹口 政雄 （藤崎） 

 山田 和秀 （中野島） 水沼富士位 （稗原） 金子進一郎 （久本） 

【顧 問】 齋藤多美子 （南百合丘） 小島 晃宏 （子母口） 秋場 尚樹 （下沼部） 

【会 計】 國谷 幸枝 （下小田中） 加藤 愛 （下沼部）    

【会計監査】 井部 良一 （真福寺） 長沼 國徳 （久末） 飯田 智芳 （南生田） 

常 任 委 員 

【事務局長】   【川崎区】 小松原和人 （東小田） 平野 善江 （東大島） 

山口 嘉徳 （苅宿）  石黒 祐也 （旭町) 橘 真由子 （京町） 

    【幸区】 草柳 譲治 （夢見ヶ崎） 添野 雅美 （南河原） 

【事務局次長】 【中原区】 中村 幸江 （下小田中） 池田ふみ子 （住吉） 

椎名美由紀 （土橋）  関谷 洋平 （下小田中） 武川 恭子 （住吉） 

清水 弘彦 （下小田中） 【高津区】 藤生 豊 （久末） 本岡 佐知子 （久本） 

田中 悦子 （下河原）  川村 昌弘 （末長） 西田 直美 （子母口） 

     加藤 裕子 （末長） 松本 武 （子母口） 

【書 記】    橘 妙子 （上作延）   

谷澤 伸英 （南百合丘） 【宮前区】 渡部 康夫 （白幡台） 三浦 美保 （犬蔵） 

栗栖 里加 （岡上）  田中 啓介 （平） 青木あゆ子 （宮崎台） 

   福山 創 （平） 浜崎 俊治 （野川） 

  【多摩区】 和田 和子 （西菅）   

  【麻生区】 山田 睦子 （東柿生） 倉田 亨 （はるひ野） 

   山里 昌士 （南百合丘） 片岡 義順 （岡上） 

【特別常任委員】 根井 光洋 （日吉） 若林 民夫 （木月） 池谷 保久 （大戸） 

 佐藤 拓 （久本） 家才子雅樹 （梶ヶ谷） 釘本 裕介 （久地） 

  宇津野 浩 （中野島） 岩田 昭彦 （有馬） 酒井 えみ （菅） 

  近藤 明彦 （麻生）     

 
＊職員勤務校は平成22 年3 月31 日現在 
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